
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
は
２
月

日
開
会
さ
れ

28

ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
で

は
、
除
雪
対
策
費
に
つ
い

て
、
当
初
予
算
で
約
５
億

６
０
０
０
万
円
に
、
１
月

日
に
８
億
４
０
０
０
万

10円
を
補
正
し
、
２
月

日
10

に
再
度
６
億
９
５
０
０
万

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

飼
料
価
格
高
騰
対
策

に
２
８
５
２
万
円

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
２
億
３
８

０
７
万
３
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
７
８
６

億
４
０
１
８
万
９
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
及
び

原
油
・
物
価
高
騰
等
対
策

に
関
す
る
主
な
事
業
は
、

・
飼
料
価
格
高
騰
緊
急
支

援
事
業
２
８
５
２
万
６
千

円
は
、
畜
種
ご
と
に
単
価

×

飼
養
頭
羽
数
（
上
限
１

０
０
万
円
）
を
補
助
し
ま

す
。昨

年
７
月
と

月
臨
時

10

議
会
に
続
き
３
回
目
で
、

単
価
は
繁
殖
牛
３
０
０
０

円
、肥
育
牛
７
０
０
０
円
、

乳
牛
９
０
０
０
円
、
豚
２

０
０
０
円
、
鶏
１
０
０
円

で
す
。

・
小
中
学
校
感
染
症
対
策

等
事
業
２
０
４
７
万
５
千

円
は
、
教
室
等
に
お
け
る

換
気
対
策
と
し
て
、
サ
ー

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
空
気
清

浄
機
、Ｃ
Ｏ
２
モ
ニ
タ
ー
、

網
戸
設
置
な
ど
の
経
費
を

措
置
し
ま
す
。

・
交
通
事
業
者
等
原
油
価

格
高
騰
対
策
事
業
１
３
７

７
万
５
千
円
は
、
６
月
議

会
と

月
臨
時
会
に
続
き

10

３
回
目
で
、
１
台
当
た
り

路
線
バ
ス

万
円
、
貸
切

10

バ
ス
５
万
円
、
タ
ク
シ
ー

２
・
５
万
円
、
代
行
随
伴

車
１
・
５
万
円
を
補
助
し

ま
す
。

・
や
ま
ぶ
し
温
泉
ゆ
ぽ
か

管
理
運
営
事
業
７
０
９
万

８
千
円
は
、
電
気
料
高
騰

の
影
響
額
を
委
託
料
と
し

て
支
出
し
ま
す
。

強
い
農
業
産
地
づ
く
り

に
４
・
４
億
円

そ
の
他
の
主
な
事
業

は
、

・
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業

１
５
０
０
万
円
は
、
西
目

地
内
に
お
け
る
災
害
廃
棄

物
の
運
搬
処
分
費
、

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
２
７
０
０
万
円

は
、
西
目
地
内
の
被
災
市

道
の
復
旧
工
事
費
で
す
。

国
の
補
正
予
算
関
連
で

は
、

・
保
育
所
等
送
迎
用
バ
ス

安
全
対
策
支
援
事
業
５
７

７
万
５
千
円
は
、
置
き
去

り
防
止
の
た
め
の
安
全
装

置
設
置
補
助
金
、

・
強
い
農
業
産
地
づ
く
り

支
援
事
業
４
億
４
７
４
１

万
３
千
円
は
、
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
事
業
補
助
金
の
増

額
、

・
水
田
農
業
低
コ
ス
ト
・

高
付
加
価
値
化
基
盤
整
備

事
業
７
５
３
０
万
円
は
、

圃
場
整
備
費
の
増
額
、

・
つ
る
お
か
農
業
経
営
体

支
援
事
業
５
６
８
１
万
５

千
円
は
、
担
い
手
確
保
・

経
営
強
化
支
援
事
業
補
助

金
、

・
農
村
地
域
防
災
減
災
事

業
４
７
９
５
万
６
千
円

は
、
た
め
池
・
用
排
水
施

設
整
備
負
担
金
の
増
額
、

・
都
市
計
画
道
路
山
王
町

本
町
線
整
備
事
業
５
０
０

０
万
円
は
、
国
補
正
に
よ

る
増
額
で
す
。

ま
た
、
加
茂
水
族
館
改

築
事
業
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
の
延
期
に
伴
い
７

億
５
２
６
７
万
８
千
円
の

減
額
補
正
で
す
。

下
水
道
事
業
会
計
１
億

８
９
０
０
万
円
は
、
国
の

補
正
に
伴
う
雨
水
排
水
対

策
工
事
費
の
増
額
で
す
。

消
防
団
員
の
処
遇
改

善
条
例
案
件
は
、

・
鶴
岡
市
職
員
の
高
齢
者

部
分
休
業
に
関
す
る
条
例

の
制
定
は
、
職
員
の
定
年

延
長
を
踏
ま
え
、
高
齢
の

職
員
に
係
る
部
分
休
業
の

制
度
を
創
設
す
る
も
の
で

す
。週

時
間
以
内
で
、
給

20

料
を
減
額
し
て
、
勤
務
時

間
短
縮
を
承
認
し
ま
す
。

・
鶴
岡
市
消
防
団
条
例
の

一
部
改
正
は
、
消
防
団
員

の
報
酬
等
の
額
を
引
き
上

げ
ま
す
。

年
額
報
酬
は
、
班
長
が

３
万
９
千
円
（
現
行
３
万

５
千
円
）
、
団
員
が
３
万

６
５
０
０
円
（
２
万
円
）
、

出
動
報
酬
は
、
２
時
間

未
満
２
千
円
（
１
８
０
０

円
）
、
４
時
間
未
満
４
千

円
（
１
８
０
０
円
）
、
４

時
間
以
上
８
千
円
（
３
千

円
）
、
訓
練
・
そ
の
他
２

千
円
（
１
３
０
０
円
）
に

引
き
上
げ
ま
す
。

・
鶴
岡
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正
は
、
出

産
育
児
一
時
金
の
額
を
、

現
行

万
８
千
円
か
ら

40
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万
８
千
円
に
引
き
上
げ
ま

す
。

・
鶴
岡
市
景
観
計
画
に
係

る
行
為
の
制
限
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
は
、

景
観
法
の
規
定
に
基
づ
い

て
届
出
を
要
す
る
行
為

に
、
５
０
０

を
超
え
る

m2

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
建

設
を
加
え
ま
す
。

・
鶴
岡
市
建
築
審
査
会
条

例
の
制
定
は
、
接
道
要
件

緩
和
の
許
可
な
ど
、
建
築

基
準
法
上
の
例
外
的
な
取

扱
い
等
を
審
査
す
る
た

め
、
建
築
審
査
会
（
委
員

５
人
）
を
設
け
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ـ
ؙ
Ɲ
ő
ő
ŕ
ୋ
֯

は
庄
内
総

合
高
校
視

察
）
に
お

い
て
そ
れ

が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
「
生
涯
健
康
・
子

ど
も
支
援
対
策
特
別
委
員
会
」
で
議
論

し
、
委
員
会
の
総
意
と
し
て
政
策
提
言

案
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
事

業
の
実
現
に
繋
が
っ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
▽
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
方
々
の
契
約
形
態
や

処
遇
が
引
き
続
き
の
課
題
で
す
が
、
高

校
生
と
家
族
、
学
校
に
歓
迎
さ
れ
る
事

業
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽
令
和
５
年
度
予
算
案
に
、
県
立
高
校

に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
を
派
遣
す
る
事
業
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｗ
は
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
虐
待
等
の
児
童
・
生
徒
が
抱

え
る
問
題
に
対
し
て
、
本
人
の
み
な
ら

ず
学
校
・
家
庭
・
地
域
に
対
し
て
働
き

か
け
る
と
共
に
、
関
係
者
の
連
携
等
を

進
め
る
仕
事
で
、
教
育
と
社
会
福
祉
の

両
面
に
渡
る
専
門
知
識
・
技
術
が
求
め

ら
れ
る
専
門
職
で
す
。
県
で
は
こ
れ
ま

で
小
中
学
校
で
の
み
事
業
が
お
こ
な
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
▽
私
は
高
校
に
も
Ｓ

Ｓ
Ｗ
を
配
置
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て

い
る
こ
と
、
特
に
通
信
制
高
校
（
写
真
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（
１
面
の
つ
づ
き
）

・
鶴
岡
市
手
数
料
条
例
の

一
部
改
正
は
、
建
築
審
査

会
の
設
置
に
伴
う
建
築
許

可
、
及
び
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画

等
の
認
定
に
係
る
審
査
手

数
料
を
定
め
ま
す
。

・
鶴
岡
市
営
住
宅
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

は
、
子
育
て
支
援
住
戸
を

除
き
、
使
用
期
間
の
制
限

を
廃
止
し
、
単
身
入
居
住

戸
に
つ
い
て
美
原

戸
、

68

東
部
８
戸
、
大
西
４
戸
、

紅
葉
岡

戸
を
新
た
に
設

40

け
ま
す
。

・
鶴
岡
市
公
共
下
水
道
事

業
受
益
者
負
担
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
は
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対

す
る
受
益
者
負
担
金
等
の

納
付
期
間
を
、
５
年
か
ら

８
年
に
延
長
し
ま
す
。

中
央
工
業
団
地
に
井

戸
６
９
３
２
万
円

事
件
案
件
は
、

・
財
産
の
取
得
は
、
老
朽

化
し
た
小
型
除
雪
車
両
３

台
の
更
新
で
、
１
・
３
ｍ

級
を
旭
車
両
整
備
（
株
）

か
ら
２
４
４
２
万
円
、

（
有
）
ト
ガ
シ
機
械
か
ら

２
４
２
８
万
８
千
円
、
１

・
５
ｍ
級
を
旭
車
両
整
備

（
株
）
か
ら
３
１
３
５
万

円
で
取
得
、

・
中
央
工
業
団
地
に
工
業

用
水
を
供
給
す
る
た
め
の

取
水
井
戸
を
、
６
９
３
２

万
９
１
９
５
円
で
、
市
開

発
公
社
か
ら
取
得
し
ま

す
。

・
庄
内
南
部
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
の
一
部
変
更

は
、
三
川
町
及
び
庄
内
町

と
の
協
定
を
変
更
し
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相

互
利
用
や
、
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
入
所
調
整
等
に
つ

い
て
見
直
す
も
の
で
す
。

・
鶴
岡
市
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
の
変
更
は
、

新
規
事
業
の
項
目
の
追
加

等
を
行
う
も
の
で
す
。

核
禁
条
約
批
准
な
ど

請
願
５
件

請
願
は
５
件
で
す
。

１

日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
へ
の
批
准
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
関

す
る
請
願
（
金
内
光
也
）

【
総
務
】
は
、
条
約
を
直

ち
に
批
准
し
、
唯
一
の
被

爆
国
と
し
て
核
兵
器
全
面

禁
止
、
廃
絶
の
責
務
を
果

た
す
こ
と
を
、
日
本
政
府

に
求
め
て
い
ま
す
。

紹
介
は
草
島
・
長
谷
川

・
南
波
議
員
で
す
。

２

鶴
岡
市
の
日
本
非
核

宣
言
自
治
体
協
議
会
へ
の

加
盟
を
求
め
る
請
願
（
金

内
光
也
）

【
総
務
】
は
、

鶴
岡
市
の
「
平
和
都
市
」

宣
言
を
「
非
核
平
和
都
市
」

宣
言
に
す
る
こ
と
、
市
に

非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会

に
加
盟
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。

紹
介
は
草
島
・
長
谷
川

・
南
波
議
員
で
す
。

３

（
仮
称
）
Ｊ
Ｒ
Ｅ
加

茂
風
力
発
電
事
業
に
対
す

る
鶴
岡
市
の
中
止
申
し
入

れ
の
撤
回
と
調
査
の
継
続

を
求
め
る
請
願
（
秋
野
徳

雄
他
２
人
）【
市
文
】
は
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿

地
の
近
傍
の
計
画
で
、
環

境
等
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
と
し
て
、
鶴
岡
市
が

行
っ
た
中
止
申
し
入
れ
に

対
し
て
、
撤
回
と
、
ど
の

場
所
な
ら
風
車
建
設
が
可

能
な
の
か
、
調
査
の
継
続

を
求
め
て
い
ま
す
。

紹
介
は
尾
形
・
渋
谷
議

員
で
す
。

４

物
価
高
騰
に
見
合
う

生
活
保
護
基
準
の
引
き
上

げ
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願
（
鶴
岡

生
活
と
健
康
を
守
る
会
・

遠
藤
喜
一
郎
）
【
厚
生
】

は
、
生
活
保
護
基
準
を
２

０
１
２
年
度
の
水
準
に
戻

し
、
物
価
高
騰
に
見
合
っ

た
引
き
上
げ
を
政
府
に
求

め
て
い
ま
す
。

紹
介
は
坂
本
・
長
谷
川

議
員
で
す
。

５

安
全
・
安
心
の
医
療

・
介
護
実
現
の
た
め
、
ゆ

と
り
あ
る
提
供
体
制
と
処

遇
改
善
を
求
め
る
た
め
の

意
見
書
の
提
出
に
関
す
る

請
願
（
山
形
県
医
療
労
働

組
合
連
合
会
他
３
団
体
）

【
厚
生
】
は
、
人
的
不
足

が
続
く
医
療
・
介
護
現
場

の
処
遇
改
善
と
、
ゆ
と
り

あ
る
体
制
整
備
を
国
に
求

め
て
い
ま
す
。

紹
介
は
加
藤
・
南
波
議

員
で
す
。

国
際
勝
共
連
合
が
共

産
党
攻
撃
の
陳
情

陳
情
は
３
件
で
す
。

１

日
本
全
体
で
解
決
す

べ
き
問
題
と
し
て
、
普
天

間
基
地
周
辺
の
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
空
・
水
・

土
の
安
全
の
保
障
を
求
め

る
陳
情

（
コ
ド
ソ
ラ
代

表
・
与
那
城
千
恵
美
・
宜

野
湾
市
）
【
議
運
】
は
、

学
校
上
空
の
米
軍
ヘ
リ
飛

行
禁
止
や
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚

染
土
壌
撤
去
等
を
日
本
政

府
に
求
め
て
い
ま
す
。

２

庁
舎
内
に
お
け
る
職

員
へ
の
政
党
機
関
紙
の
勧

誘
・
配
達
・
集
金
を
自
粛

す
る
よ
う
求
め
る
陳
情

（
山
形
市
・
井
上
均
）【
議

運
】
は
、
旧
統
一
協
会
・

勝
共
連
合
系
の
「
世
界
日

報
」
紙
を
貼
付
し
た
陳
情

で
、
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

を
標
的
に
し
た
共
産
党
攻

撃
の
陳
情
で
す
。

３

「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
」
に
関
す
る
陳

情
書
（
全
国
有
志
看
護
師

の
会
代
表
・
竹
口
昌
志
・

横
浜
市
）
【
議
運
】
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
効
果
と

安
全
性
に
疑
問
が
あ
る
と

し
て
、
対
策
を
国
に
求
め

て
い
ま
す
。

補
聴
器
購
入
支
援
な

ど
意
見
書
４
件
提
案

議
員
発
議
の
意
見
書
は

４
件
で
す
。

共
産
党
市
議
団
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
鶴
ヶ
岡
と
の
共
同
で

提
出
し
、

日
に
会
派
間

14

の
意
見
書
調
整
が
行
わ
れ

ま
す
。

１

加
齢
性
難
聴
者
に
対

す
る
補
聴
器
購
入
に
係
る

公
的
支
援
制
度
の
創
設
を

求
め
る
意
見
書
【
長
谷
川

・
田
中
】
は
、
加
齢
に
伴

う
難
聴
に
、
公
的
支
援
を

求
め
て
い
ま
す
。

２

保
育
士
の
配
置
基
準

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
【
坂
本
・
田
中
】
は
、

業
務
が
多
忙
な
保
育
士
の

配
置
基
準
の
見
直
し
を
求

め
て
い
ま
す
。

３

酪
農
家
・
畜
産
農
家

へ
の
実
効
性
あ
る
支
援
対

策
を
求
め
る
意
見
書
【
菅

井
・
南
波
】
は
、
飼
料
高

騰
で
危
機
に
あ
る
畜
産
業

の
、
一
刻
も
早
い
対
策
を

求
め
て
い
ま
す
。

４

防
衛
政
策
大
転
換
の

説
明
責
任
と
徹
底
審
議
を

求
め
る
意
見
書
【
加
藤
・

菅
井
】
は
、
昨
年

月
の

12

「
安
保

文
書
」
の
閣
議

3

決
定
と
、
今
年
１
月

日
13

の
日
米
首
脳
会
談
は
、
国

民
に
十
分
な
説
明
が
な
い

と
し
て
、
国
民
に
対
す
る

説
明
と
、
国
会
で
の
徹
底

審
議
を
求
め
て
い
ま
す
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
2月22日入札分

・手向幹線表層改良工事(債務負担行為)（羽黒町手向地内）（入札3業者）
(有)すずき 3,650,000円（4,100,000円）

工期～6/30(余裕期間設定工事)（落札率89.02％）
・大山馬町線道路改良工事(債務負担行為)（大山三丁目地内）（入札3
業者）
(有)今野建材工業 5,130,000円（5,250,000円）

工期～9/29(余裕期間設定工事)（落札率97.71％）

日本共産党鶴岡田川女性後援

会「県議選勝利飛躍する女性

の集い」が２月２５日開催され、

関徹県議が県議選勝利へ力強

く決意を述べました。

３
・

さ
よ
な
ら
原
発

11

大
軍
拡
・
大
増
税
や
め

よ
市
民
集
会

日
時

３
月

日
（
金
）

10

時

分
か
ら

分

12

15

45

場
所

鶴
岡
市
役
所
前

戦
争
ス
ト
ッ
プ
の
声
を
あ

げ
ま
し
ょ
う


